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生
物
多
様
性
条
約

第
10
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
10
）
の
結
果
に
つ
い
て

当
麻 

潔  W
ritten by K

iyoshi T
om

a

生
物
多
様
性
保
全
の
必
要
性

月
に
行
っ
た
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識

調
査
（
第
６
回
調
査
）」
で
は
、
生
物
多
様
性
を
知
っ
て
い
る
人
は
約
１３
％
で
、

半
数
以
上
の
人
は
言
葉
さ
え
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
一
方
、

２
０
０
９
年
末
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第
１５
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１５
）」
は
、
鳩
山
前
首
相
や
オ
バ

マ
米
国
大
統
領
も
参
加
し
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め
、
政
府
関
係
者
の
み
な
ら

ず
、
企
業
や
一
般
市
民
も
そ
の
議
論
に
関
心
を
持
っ
た
。

　
分
か
り
に
く
い
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
、
今
回
の
名
古
屋
で
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
１０
の
開
催
は
、
連
日
の
マ
ス
コ
ミ
で
の
取
り
上
げ
等
に
よ
り
、
一
般
市
民
を

含
め
、
そ
の
認
知
度
や
関
心
度
の
向
上
に
貢
献
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
の
結
果
を
振
り
返
り
、
残
さ
れ
た
課
題
と
今
後
の
生

物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
を
振
り
返
る
前
に
、
生
物
多
様
性
保
全
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
こ

こ
で
再
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
が
そ
の
世
界
的
な
課
題
や
枠
組

み
を
議
論
す
る
「
生
物
多
様
性
条
約
第
１０
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）」
が
、

２
０
１
０
年
１０
月
１８
日
（
月
）〜
２９
日
（
金
）、
日
本
で
は
じ
め
て
愛
知
県
名
古
屋

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
の
前
週
の
１１
日
（
月
）〜
１５
日
（
金
）、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
改
変
さ
れ
た
生
物
（
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
）

が
生
物
多
様
性
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
防
止
す
る
措
置
を
規
定
し
た
「
生
物
多
様

性
条
約
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
（
以
下
、「
カ
ル

タ
ヘ
ナ
議
定
書
」）」
の
第
５
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
―

Ｍ
Ｏ
Ｐ
５
）
も
同
じ
く

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
生
物
多
様
性
を
批
准
す
る
１
９
３
カ
国
・
地
域
の
う

ち
、
１
７
９
カ
国
・
地
域
が
出
席
し
、
国
際
機
関
、
先
住
民
代
表
、
企
業
、
市
民

団
体
等
１
万
３
千
人
以
上
が
参
加
し
た
。

　
生
物
多
様
性
条
約
は
、
１
９
９
２
年
に
開
催
さ
れ
た
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る

国
際
連
合
会
議
（
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
）」
で
、「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
」
と
同

時
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
認
知
度
・
関
心
度
に
は
大
き
く
差
が
あ

る
。
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
が
、
２
０
１
０
年
１

は 

じ 

め 

に



遺伝子組み換え生物による被害の責任と救済図１

遺伝子組み換え生物
（例）
・農薬耐性がある作物
・害虫に強い作物

業者が補償できない場合は輸出
国政府が代執行

被害国政府が開発企業や輸出入
業者等原因者を特定し、被害の
原状回復や賠償を請求

遺伝子組み換え生物による被害
（例）
・在来の種や植物の駆逐・交雑
・人への健康被害（アレルギー）

輸 出 国 輸 入 国

　
地
球
に
生
命
が
誕
生
し
て
か
ら
約
４０
億
年
を
経
過
し
て
、
森
林
、
河
川
、
大
地

の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
生
物
は
進
化
と
絶
滅
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
の
地
球

上
に
は
、
科
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
生
物
種
が
約
１
７
５
万
種
、
未
知

の
も
の
も
含
め
る
と
約
３
千
万
種
も
の
生
物
が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
多
種
多
様
の
生
物
に
は
、
①
森
林
、
湿
原
、
河
川
、
さ
ん
ご
礁
等

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
が
あ
り
（
生
態
系
の
多
様
性
） 

②
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
の
中
で
、

動
植
物
、
微
生
物
等
い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
生
き
て
い
て
（
種
の
多
様
性
） 

③
同

じ
種
の
中
で
も
、
遺
伝
子
の
違
い
か
ら
、
多
種
多
様
な
個
性
が
存
在
す
る
（
遺
伝

子
の
多
様
性
）、
と
い
う
３
つ
の
多
様
性
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
多
種
多
様
な
生
物
が
つ
な
が
り
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
、

私
た
ち
は
、
生
物
多
様
性
か
ら
、
①
植
物
の
光
合
成
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
、
酸

素
の
供
給
等
、
生
物
が
生
存
す
る
基
盤 

②
豊
か
な
文
化
の
根
源 

③
米
、
野
菜
、

魚
介
類
等
の
食
べ
物
等
さ
ま
ざ
ま
な
有
用
な
価
値
を
提
供
し
て
く
れ
る
暮
ら
し

の
基
盤 

④
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
災
害
等
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
等
の
恵
み

（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
生
物
多
様
性
を
脅
か
す
危
機
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。
①
人
間
活

動
や
開
発
に
よ
る
種
の
絶
滅
の
危
機 

②
人
間
の
働
き
か
け
の
減
少
に
よ
る
里
地

里
山
の
荒
廃
等
の
危
機 

③
外
来
生
物
や
化
学
物
質
に
よ
る
生
態
系
の
か
く
乱
危

機 

④
地
球
温
暖
化
に
よ
る
多
く
の
種
の
絶
滅
や
生
態
系
の
崩
壊
。
こ
れ
ら
の
危

機
に
よ
り
、
私
た
ち
が
生
物
多
様
性
か
ら
受
け
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
今

後
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
安
全
に
生
き
て
い
く
た
め
の
環
境
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
国
際
社
会
と
し
て
保
全
を
進
め
る
生
物
多
様
性

条
約
が
結
ば
れ
、
我
が
国
で
も
生
物
多
様
性
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　　
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
―

Ｍ
Ｏ
Ｐ
５
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
結
果
を
振
り
返
り
考
察
し

て
み
る
こ
と
と
す
る
。

    

名
古
屋
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
補
足
議
定
書

　
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
は
、
２
０
０
１
年
１
月
に
生
物
多
様
性
条
約
の
下
で
採

決
さ
れ
た
議
定
書
で
、
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
に
よ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
お

よ
び
持
続
可
能
な
利
用
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
生
物
多
様
性
条
約
に

基
づ
き
輸
出
入
規
制
等
の
国
際
的
な
枠
組
み
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
２
０

０
３
年
９
月
に
発
効
し
、
現
在
１
６
０
カ
国
が
批
准
し
て
い
る
。
我
が
国
は
２

０
０
３
年
１１
月
に
批
准
し
、
国
内
法
と
し
て
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
が
２
０
０
３
年
２

月
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
―

Ｍ
Ｏ
Ｐ
５
で
は
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
制
定
当
時
か
ら
の

懸
案
課
題
で
あ
る
「
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
に
よ
っ
て
、

生
物
多
様
性
の
保
全
お
よ
び
持
続
可
能
な
利

用
に
大
き
な
損
害
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
と

救
済
（
補
償
）
の
枠
組
み
」
を
定
め
た
補
足
議

定
書
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
補
足
議
定
書
の
名

称
を
、
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
―

Ｍ
Ｏ
Ｐ

１
の
開
催
地
で
あ
る
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
お

よ
び
採
択
が
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
―

Ｍ
Ｏ
Ｐ
５
の

開
催
地
で
あ
る
名
古
屋
の
都
市
名
を
付
し
て
「
バ

イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議

定
書
の
責
任
お
よ
び
救
済
に
つ
い
て
の
名
古
屋
・

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
補
足
議
定
書
」
と
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。

　
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、

世
界
中
で
多
く
の
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
が

生
産
さ
れ
、
そ
の
悪
影
響
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
農
薬
耐
性
が
あ
る
作
物
や

害
虫
に
強
い
作
物
が
輸
出
さ
れ
、
相
手
先
で
在

来
の
種
や
植
物
を
駆
逐
し
た
り
交
雑
し
た
り

す
る
悪
影
響
が
出
た
り
、
人
が
食
す
る
こ
と
に

C
O
P
―

M
O
P
5
お
よ
び
C
O
P
10
の
結
果



戦略目標A　

　目標 1

　目標 2

　目標 3

　目標 4

戦略目標B

　目標 5

　目標 6

　目標 7

　目標 8

　目標 9

　目標10

戦略目標C

　目標11

　目標12

　目標13

戦略目標D

　目標14

　目標15

　目標16

戦略目標E

　目標17

　目標18

　目標19

　目標20

各政府・社会において生物多様性を主流化し、生物多様性損失の根本原因に対処する

生物多様性の価値とそれを保全し持続可能に利用するために可能な活動を人々が認識

生物多様性の価値を開発戦略に統合、国の会計制度等に組み込み

条約等と整合・調和し、生物多様性の有害な補助金等の奨励措置を廃止・改革

政府や企業等は持続可能な生産・消費計画を策定し実施

生物多様性への直接的な圧力を減少させ、持続可能な利用を促進

森林を含む自然生息地の損失速度が少なくとも半減または可能な場合は零に

全ての魚類、水成生物を生態系に基づいた方法で管理・捕獲し、過剰漁獲を回避

農業、養殖業、林業地域の生物多様性の保全の確保と持続的な管理

過剰栄養等による汚染が生態系機能と生物多様性の有害とならない水準まで抑制

侵略的外来種とその定着経路の特定、制御、根絶

2015年までに、気候変動または海洋酸性化等脆弱な生態系への人為的圧力を最小化

生態系、種および遺伝子の多様性を守ることにより、生物多様性の状況を報告

特に重要な陸域および内陸水域の17%、沿岸域および海域の10%を保全

既知の絶滅危惧種の絶滅および減少の防止と特に減少している種の保全状況の改善

作物、家畜およびその野生近縁種の遺伝子の多様性の維持と流出の最小化

生物多様性および生態系サービスから得られる全ての人のための恩恵を強化

サービスを提供し人の健康や生活等に貢献する生態系の回復および保全

劣化した生態系が15%以上回復し、気候変動の緩和と適応および砂漠化対処に貢献

遺伝資源へのアクセスと利益配分に関する名古屋議定書が国内法に従って施行・運用

参加型計画立案、知識管理と能力開発を通じて実施を強化

各国が効果的で参加型の改定生物多様性国家戦略および行動計画を策定・実施

先住民と地域社会の伝統的知識の持続可能な利用の尊重

科学的基礎および技術の改善、共有化と適用

戦略計画の効果的実施のための資金資源動員の増加

愛知目標の20項目表１

よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
健
康
被
害
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
の

責
任
の
所
在
と
そ
の
被
害
に
対
す
る
救
済
（
補
償
）
に
関
し
て
の
以
下
の

枠
組
み
が
こ
の
補
足
議
定
書
で
定
め
ら
れ
た
（
図
１
参
照
）。

●
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
が
輸
入
国
で
被
害
を
与
え
た
場
合
、
被
災
国
政

府
が
開
発
企
業
や
輸
出
入
業
者
等
の
原
因
事
業
者
を
特
定
し
て
、
被
害

の
現
状
回
復
や
補
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

●
事
業
者
が
補
償
で
き
な
い
場
合
は
、
政
府
が
代
執
行
す
る

●
政
府
は
予
め
現
状
回
復
で
き
る
よ
う
に
基
金
創
設
等
を
事
業
者
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る

　
こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
―

Ｍ
Ｏ
Ｐ
５
で
最
後
ま
で
議
論
が
白
熱
し
た
の
は
「
財
政

的
補
償
の
あ
り
方
」
と
「
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
を
加
工
し
た
産
品
の
適

用
」
で
あ
っ
た
。「
財
政
的
補
償
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら

れ
た
が
、
産
品
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
の
対
象
外
で
あ
る
こ

と
か
ら
見
送
ら
れ
た
。
も
し
、
対
象
に
含
ま
れ
る
と
、
遺
伝
子
組
み
換
え

生
物
を
加
工
し
て
製
造
す
る
ア
ミ
ノ
酸
や
酵
素
等
の
加
工
品
の
輸
出
に

も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
関
連
企
業
の
経
済
的
負
担
の
増
大
を
危
惧

す
る
先
進
国
と
輸
出
国
が
対
立
し
て
い
た
。

　
一
応
、
ル
ー
ル
は
定
め
ら
れ
た
も
の
の
、
も
し
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
被
害
程
度
の
具
体
的
な
評
価
方
法
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
基
金

の
創
設
に
つ
い
て
も
、
起
こ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
ず
、
ま
た
そ
の
イ
メ
ー

ジ
も
わ
き
に
く
い
損
害
に
対
し
て
基
金
を
創
設
す
る
企
業
が
ど
れ
だ
け

出
て
く
る
か
疑
問
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

    

新
戦
略
計
画
・
愛
知
目
標
　

　
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
の
主
要
課
題
の
１
つ
で
あ
る
２
０
１
０
年
以
降
の
生
物
多

様
性
の
国
際
的
な
目
標
に
つ
い
て
は
、
開
催
地
の
愛
知
県
の
名
を
付
し
た
「
愛

知
目
標
（
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
の
戦
略
計
画
で
、
そ
の

達
成
目
標
と
し
て
「
２
０
１
０
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
顕
著
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
５
月
に
発
表
さ
れ

た
「
地
球
規
模
生
物
多
様
性
概
況
第
３
版
〜
生
物
多
様
性
条
約
２
０
１
０
年
目

標
達
成
の
評
価
〜
」
に
よ
る
と
、「
２
０
１
０
年
目
標
に
設
定
さ
れ
た
２１
の
個
別

目
標
の
中
で
、
地
球
規
模
で
達
成
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
生
物
多
様
性
を
保
全

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
増
加
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
生
物
多
様
性
へ
の
圧
力

は
増
加
し
続
け
て
い
る
た
め
、
生
物
多
様
性
の
損
失
は
続
い
て
い
る
」
と
報
告



遺伝資源の利用と利益配分の仕組み図2

遺伝資源
・動植物
・微生物　等
伝統的知識

研究開発・商品開発
・医薬品
・化粧品
・健康食品　等

提供国（途上国） 利用国（先進国）

利　益生物多様性の保全

監視機関 不正取引の
監視遺伝資源等の提供

提供国との事前合意

利益配分の契約の締結

利益の還元

さ
れ
て
お
り
、
目
標
は
未
達
成
で
あ
っ
た
。

　
２
０
１
０
年
目
標
は
定
性
的
な
目
標
だ
っ
た
た
め
、
今
回
の
ポ
ス
ト
２
０
１

０
年
目
標
（
愛
知
目
標
）
に
は
一
部
に
定
量
的
な
目
標
が
組
み
込
ま
れ
た
。
こ

の
愛
知
目
標
で
は
、
２
０
１
１
年
〜
２
０
２
０
年
の
短
期
目
標
と
２
０
５
０
年

の
中
長
期
目
標
（「
自
然
と
の
共
生
」）
の
２
つ
の
目
標
と
、
２０
の
個
別
目
標
が

合
意
さ
れ
た
。

　
２
０
５
０
年
の
中
長
期
目
標
は
、
新
戦
略
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
展
望 : 

「
自
然

と
共
生
す
る
」）
の
中
で
、「
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
生
物
多
様
性
が
評
価
さ
れ
、

保
全
さ
れ
、
回
復
さ
れ
、
そ
し
て
賢
明
に
利
用
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
が
保
持
さ
れ
、
健
全
な
地
球
が
維
持
さ
れ
、
全
て
の
人
々
に
不
可
欠
な

恩
恵
が
与
え
ら
れ
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
の
短
期
目
標
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
の
中
で
、「
生
物
多
様

性
の
損
失
を
止
め
る
た
め
に
効
果
的
か
つ
緊
急
な
行
動
を
実
施
す
る
」
と
示
さ

れ
て
い
る
。

　
２０
の
個
別
目
標
に
つ
い
て
は
、
Ａ
〜
Ｅ
の
５
つ
の
戦
略
目
標
毎
に
定
め
て
あ

り
、「
陸
域
お
よ
び
内
陸
水
域
の
１７
％
、
沿
岸
域
お
よ
び
海
域
の
１０
％
を
保
護
地

域
と
す
る
」
や
「
劣
化
し
た
生
態
系
の
少
な
く
と
も
１５
％
以
上
を
回
復
す
る
」
と

い
っ
た
定
量
的
目
標
も
含
ま
れ
て
い
る
（
前
頁
の
表
１
参
照
）。

　
こ
れ
ら
の
目
標
は
、
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
に
お
け
る
京
都
議
定
書
の
よ
う

な
各
国
へ
の
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
運
用
し
目
標
を
達

成
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
世
界
目
標
達
成

に
向
け
た
国
内
対
策
と
そ
の
推
進
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
特
に
定
量
的
な
目

標
や
生
物
多
様
性
の
価
値
の
国
家
会
計
へ
の
組
み
込
み
等
目
標
達
成
が
厳
し
い

目
標
が
あ
り
、
２
０
１
０
年
３
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略

２
０
１
０
」
を
改
定
し
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
施
策
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

    

名
古
屋
議
定
書

　
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
の
も
う
１
つ
の
主
要
課
題
で
あ
る
「
遺
伝
資
源
へ
の
ア
ク

セ
ス
と
利
益
配
分
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）」
に
つ
い
て
は
、
途
上
国
と
先
進
国
の
対
立
が
続

い
た
が
、
議
長
で
あ
る
松
本
龍
環
境
大
臣
が
議
長
案
を
提
示
、
粘
り
強
い
交
渉

に
よ
り
同
案
が
「
名
古
屋
議
定
書
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ｓ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
南
米
等
の
動
植
物
や
微
生
物
等
を
先
進
国
が

利
用
し
て
、
研
究
開
発
・
商
品
開
発
に
よ
り
医
薬
品
、
化
粧
品
あ
る
い
は
健
康
食

品
等
に
製
品
化
し
、
そ
れ
に
よ
り
得
た
利
益
を
資
源
提
供
国
に
配
分
す
る
こ
と
、

ま
た
遺
伝
資
源
の
取
得
や
利
用
に
関
す
る
枠
組
み
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
条
約

の
３
つ
の
目
的
の
１
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
採
択
さ
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
名
古
屋
議
定
書
の
概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
（
図
２
参
照
）。

●
目
的 : 

遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生

じ
た
利
益
を
公
正
か
つ
衡
平
に
配

分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
物
多

様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用

に
貢
献

●
適
用
範
囲 : 

生
物
多
様
性
条
約
の

範
囲
の
遺
伝
資
源
お
よ
び
遺
伝
資

源
に
関
す
る
伝
統
的
知
識
並
び
に

そ
れ
ら
の
利
用
に
よ
り
生
じ
る
利

益
に
適
用

●
遺
伝
資
源
の
利
用 : 

遺
伝
資
源
の

利
用
は
、
原
産
国
の
事
前
同
意
を

義
務
化
、
利
用
者
は
原
産
国
と
利

益
配
分
に
関
す
る
個
別
契
約
を
義

務
化

●
遺
伝
資
源
の
利
用
の
監
視 : 

遺
伝

資
源
の
利
用
に
つ
い
て
監
視
機
関

を
各
国
が
１
つ
以
上
設
置

　
対
立
の
原
因
と
な
っ
た
利
益
配
分

の
対
象
範
囲
に
お
い
て
、
研
究
開
発



で
資
源
を
加
工
し
た
製
品
（
派
生
品
）
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
適
用
範

囲
か
ら
外
さ
れ
た
が
、
事
前
同
意
に
あ
た
っ
て
資
源
提
供
者
と
利
用
者
が
結
ぶ

個
別
の
契
約
時
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
途
上
国
が
求
め
て
い
た

議
定
書
発
行
前
に
利
用
さ
れ
た
資
源
も
対
象
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
盛
り

込
ま
れ
な
か
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
派
生
品
の
扱
い
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
お
り
、
利

用
者
の
コ
ス
ト
負
担
増
の
リ
ス
ク
が
残
る
。
ま
た
、
議
定
書
発
行
前
の
資
源
に

よ
る
利
益
配
分
を
適
用
範
囲
か
ら
外
す
代
替
措
置
と
し
て
の
地
球
多
国
間
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

    

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　「
里
山
」
は
我
が
国
で
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
循
環
の
保
全
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
を
保
全
し
て
い
く
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
の
手
に

よ
る
自
然
環
境
シ
ス
テ
ム
も
重
要
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
自
然
資
源
の
利
用
・

管
理
に
関
す
る
世
界
的
共
通
理
念
と
し
て
、
里
山
の
再
興
と
発
展
の
取
り
組
み

で
あ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
、
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
に
て

世
界
に
発
信
・
提
案
を
日
本
政
府
が
行
い
、
持
続
可
能
な
利
用
の
１
つ
と
し
て

「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
推
進
」
が
採
択
さ
れ
た
。
１１
月
１９
日

に
発
足
し
た
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
を
、
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
推
進
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
位
置
づ
け
、

各
国
・
機
関
等
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
５１
の
国
や
機
関
等
が
創
設
に
参
加
し
た
。

　「
里
山
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
全
シ
ス
テ
ム
を
全
世
界
で
共
有
す
る
の
は
良

い
が
、
ま
ず
は
、
提
唱
国
で
あ
る
我
が
国
の
荒
れ
果
て
た
里
地
里
山
を
保
全
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

    

途
上
国
に
お
け
る
森
林
減
少
・
劣
化
か
ら
の
排
出
の
削
減
（
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
）

　
発
展
途
上
国
に
お
け
る
森
林
減
少
・
森
林
劣
化
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
は
、
人

為
起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
２
割
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
排
出
を
抑
制
す

る
こ
と
は
地
球
規
模
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
こ
の
途
上
国
に
お
け
る
森
林
の
減
少
お
よ
び
、
劣
化
に
よ
る
排
出
の
削
減
並

び
に
森
林
保
全
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
お
よ
び
森
林
炭
素
蓄
積
の
増
加
の
役

割
を
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」
と
呼
び
、
２
０
１
０
年
５
月
に
そ
の
推
進
母
体
と
な
る
日

米
英
等
先
進
国
や
途
上
国
等
６９
カ
国
が
参
加
し
た
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
に
併
せ
て
１０
月
２６
日
に
開
催
さ
れ
た
「
森
林
保
全
と
気
候
変
動
に

関
す
る
閣
僚
級
会
合
」
で
、
こ
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
合
意

さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
お
よ
び
２
０
１
２
年
の
作
業
計
画
が
２
０
１
０
年
中
に

策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
計
画
に
は
、
各
国
の
経
験
お
よ
び
教
訓
の
共
有
、

パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
実
証
活
動
の
開
発
と
実
施
お
よ
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
活
動

の
促
進
、
資
金
源
お
よ
び
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
や
多
数
国
間
お
よ
び
２
国

間
の
機
関
の
連
携
強
化
等
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

　
こ
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」
は
、
２
０
０
９
年
１２
月
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ

れ
た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
１５
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１５
）
で
そ
の
枠
組

み
の
構
築
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
有
力
な
１
つ

と
し
て
期
待
し
た
い
。

　
我
が
国
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
―

Ｍ
Ｏ
Ｐ
５
お
よ
び
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
に

お
い
て
、
我
が
国
は
、
議
長
国
と
し
て
精
力
的
に
各
国
間
の
調
整
に
尽
力
し
、

「
名
古
屋
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
補
足
議
定
書
」「
新
戦
略
計
画
・
愛
知
目
標
」「
名

古
屋
議
定
書
」
等
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
た
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ

う
に
い
く
つ
か
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
の
生
物
多
様
性
保
全
目
標
や
、
遺
伝
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
利
益
配
分
、

お
よ
び
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
の
責
任
と
救
済
の
枠
組
み
が
決
ま
っ
て
も
、
各

主
体
が
今
後
取
る
べ
き
具
体
的
な
行
動
が
見
え
て
こ
な
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
を
終
え

て
、
地
方
自
治
体
、
企
業
そ
し
て
一
般
市
民
が
今
後
生
物
多
様
性
の
保
全
に
対

C
O
P
10
後
の
生
物
多
様
性



生活者の生物多様性保全行動表2

【私たちも生物多様性の一員】

・私たち人間も生物多様性の一員であり、自然やたくさんの動植物たちとつながって、とも

に生きているということを自覚し、生物多様性を守っていきましょう

【生物多様性の恵みへの感謝の気持ち】

・生物多様性から、暮らしの中でさまざまな恵み（サービス）をもらっており、私たちの生活

になくてはならないものであり、それらへの感謝の気持ちを常に持ちましょう

（例えば、毎日食べている食事は全て生きものの恵みであり、「いただきます」そして「ごち

そうさま」の感謝の気持ちをもって食べましょう）

【地産地消】

・身近な産地で取れた農産物や旬の食べものを食べましょう

【省エネ・省資源】

・エネルギーの節約やゴミをできるだけ出さない省エネ・省資源のライフスタイルを心がけ、

自然資源への負荷を軽減しましょう

【ペットの飼育】

・ペットは最後まで責任をもって飼いましょう

・その場所に本来住んでいない生物を自然界に放さないようにしましょう

【生物多様性を意識した消費行動】

・無農薬、有機農法等環境に配慮して生産された食べものを購入しましょう

・森林認証や漁業認証された自然や生きものに配慮した商品を選んで購入しましょう

【自宅を生きものに提供】

・庭やベランダや屋上を、生きものに提供するビオガーデンやビオトープにしましょう

【自然や生きものとのふれあいを】

・生物多様性に関心を持ち、外に出て自然や生きものと触れ合う機会を増やしましょう

 （自然観察会、里山の保全活動、等）

・好きな生きものをひとつ見つけましょう

・1日1回生きもののことを考えましょう

【子供たちへの教育】

・子供たちにも自然や生きものと触れ合う機会を与え（動物園、水族館、等）、興味を持たせ

るとともに、みんながつながって生きていくことの大切さを教えましょうCEL

し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
、
多
く
の
地
方
自
治
体
は
環
境
基
本
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
が
、
環
境
省
が
２
０
０
９
年
９
月
に
発

表
し
た
「
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
の
手
引
き
」
や

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
で
の
「
地
方
自
治
体
と
生
物
多
様
性
に
関
す
る
愛

知
・
名
古
屋
宣
言
」
等
を
参
考
に
し
、
さ
ら
に
今
回
の
新
戦

略
計
画
の
反
映
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
企
業
に
お
い
て
も
、
環
境
省
が
２
０
０
９
年
８
月
に
公

表
し
た
「
生
物
多
様
性
民
間
参
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
２

０
０
９
年
３
月
に
日
本
経
団
連
が
発
表
し
た
「
日
本
経
団

連
生
物
多
様
性
宣
言
」
を
参
考
に
し
、
さ
ら
に
今
回
の
新

戦
略
計
画
の
反
映
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
生
物
多
様
性
方

針
の
策
定
や
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
遺
伝
資

源
や
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
を
取
り
扱
う
企
業
は
、
将
来

の
リ
ス
ク
を
ど
う
み
る
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
や
企
業
に
は
参
考
と
な
る
べ
き
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
生
活
者
が
生
物
多

様
性
の
保
全
に
対
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、
今
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
１０
で
も
出
て
こ
な
か
っ
た
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
一
般
市
民
・
国
民
の
具
体
的
な
行
動
が
、
環
境
省
の

「
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
２５
」
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
行
動
の
提
示
と
周

知
が
重
要
で
あ
る
。
表
２
に
筆
者
が
考
え
る
生
活
者
が
取
る
べ
き
生
物
多
様
性

保
全
行
動
の
一
例
を
示
す
。
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
生
物
多
様
性
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
生
物
多
様
性
の
意
味
を
、
そ
し
て
、
そ
の
保
全
の
必
要
性
や
意
義
を

理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
具
体
的
な
行
動
の
提
示
が
必
要
で
あ
る
。

　
生
活
者
が
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
の
創
出
、
里
山
の
保
全
活
動
等
へ
の
勧

誘
、
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
消
費
行
動
等
、

行
政
や
企
業
あ
る
い
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
て
、
周
知
・
行
動
推
進

活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に
は
必
要
で
あ

る
。
Ｃ
Ｅ
Ｌ
も
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
層
に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
重
要

性
・
必
要
性
を
訴
え
続
け
、
持
続
可
能
な
生
活
・
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。

（
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

研
究
員
） 


